
令和４年度 明保小学校 学校評価書 

１ 教育目標（目指す児童像含む） 

心身ともに健康でたくましく，確かな学力と豊かな人間性をもち，ともに支え合いながら変化する社会を主体

的に生き抜く児童の育成 

・健康でたくましい子             ・進んで考え，最後までやりぬく子 

・思いやりがあり，誰とでも仲良くする子    ・ふるさとの人や自然を大切にする子 

≪合い言葉：元気・やる気・勇気・思いやり≫ 

２ 学校経営の理念（目指す学校像含む） 

（１）人間尊重を基盤として，児童・保護者・地域との信頼関係を築く学校づくり 

（２）教職員としての使命感とチーム力を高め，創意・工夫を生かす学校づくり 

（３）知・徳・体の調和のとれた発達と協働する力を育む学校づくり 

（４）学校・家庭・地域の教育力を生かし合う地域とともにある学校づくり 

（５）安全管理や危機管理への徹底を図り，安心して生活できる学校づくり 

３ 学校経営の方針（中期的視点） ※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針は文頭に○印を付ける。 

(1)◯確かな学力を育成するために，基本的な知識・技能の習得と思考力・判断力・表現力等を育む学習指導の充実に努める。 

(2)◯豊かな人間性を育むために「宮っ子心の教育」を推進し，認め励ます教育や多様な体験活動の充実を図る。 

(3)◯健康で安全な生活を送る力を育むために，体力向上や保健教育，食育教育，安全教育に関する指導の充実を図る。 

(4)地域や社会の一員として，主体的・協働的な課題解決力や社会への参画力の向上を図るとともに，情報化社会で生きる資

質・能力の育成を図る。 

(5)多様な児童への理解と教育的ニーズへの適切な対応を図るために，児童指導や特別支援教育の充実を図る。 

(6)信頼される教職員として資質・能力の向上を図るとともに，働き方改革を通して業務の効率化を図り，学校としてのチー

ム力を高める。 

(7)地域の教育力を生かした特色ある教育活動を展開するとともに，地域協議会と連携し，学校経営の改善に努める。 

(8)安全で安心して学校生活を送ることができるように，安全管理体制や危機管理体制を確立し，事故防止に努める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 教育課程編成の方針 

・創立 149年の歴史と伝統を踏まえ，学校・地域・児童の実態を適切に把握し，特色ある教育課程を編成する。 

・全職員協力の下，学校経営計画に示された具体策や特色ある学校づくりに関する取組のために必要な教育の内

容等を教科横断的な視点で組み立てていく。 

・学校教育活動全体を通した組織的な PDCAサイクルの活性化により教育課程の実施状況を評価し，必要な人的・

物的な体制を確保するとともにその改善を図っていく。 

・教育活動実施時数においては，宇都宮市小中一貫カリキュラムを基準として編成し，１年生は安全上２年生と

同様に，予備時数は基礎的・基本的内容の徹底（国・算）を中心に計画的に運用する。 

５ 今年度の重点目標（短期的視点）※「小中一貫教育・地域学校園」に関する重点目標は文頭に○印を付ける。 

【 学 校 運 営 】 

○信頼される教職員集団を築き，地域とともに主体的・協働的な学びを推進する教育活動の実施 

【 学 習 指 導 】 

○自己を見つめ，豊かな心でよりよく生きる児童の育成 

【 児 童 生 徒 指 導】 

○基本的な生活習慣の確立と自他を尊重する態度の育成 ～自己肯定感を高め，「当たり前」を重視した実践～ 

【健康（体力・保健・食・安全）】 

○健康の保持増進や体力づくりに励み，たくましく生きる児童の育成 

 

[宮の原地域学校園教育ビジョン] 

心豊かで輝く子どもの育成  ~ほめて伸ばす（自己肯定感を高める）~ 

[重点課題] 

★基礎的・基本的な学力を身に付けさせる。（自ら学ぶ児童・生徒の育成）【学力向上部会】 

★思いやりを高め規範意識の向上を図る。         【学校生活適応支援部会】 

★継続した筋力向上をめざし，健康で安全な生活を営ませる。【健康・体力・食育促進部会】 

★小中および地域の交流促進を目指し，情報共有化を図る。 【交流連携促進部会】 

★学校事務の効率化・平準化を図り，学校づくりを支援する。【地域学校園事務室部会】 



６ 自己評価（評価項目のＡは市共通，Ｂは学校独自を示す。） 

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付

ける。 

※「主な具体的な取組」の方向性には，Ａ拡充 Ｂ継続 Ｃ縮小・廃止，を自己評価時に記入する。 

項

目 
評価項目 主な具体的な取組 

方

向

性 
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Ａ１ 児童は，進んで学習に

取り組んでいる。 

【数値指標】 

児童は，授業中，話をしっ

かりと聞いたり，発表したり

するなど，進んで学習に取り

組んでいる。 

＜児童アンケート９０％＞ 

・互いの思いや考えを伝え合う場を授

業に意図的，効果的に設定し，言語

活動の充実を図り，学び合い，高め

合う授業の工夫改善を推進する。 

・児童が発言したり，考えを友達と伝

え合ったり学び合ったりする活動を

計画的に学習活動に取り入れる。 

・授業のねらいを明確にして児童に示

すとともに，考える時間を確保した

り授業形態を工夫したりして，児童

が積極的に授業に取り組めるよう支

援する。 

・授業のめあてを踏まえ，分かったこ

とやできるようになったことなどを

実感できるような振り返り行う。 

 

Ｂ 

達成状況】 

教職員 １００・０％ 

保護者  ８９．１％ 

地域住民 ／ 

児童  ９５．１％ 

【次年度の方針】 

・授業のねらい，「宇都宮モデル」を基盤に 

手立てを明確にした授業を計画した上で， 

児童が課題解決にじっくり取り組むことが 

できるような指導をしていく。 

・児童一人一人が自分の考えをもつととも

に，対話を通して考えを広げ，深められるよ

うな支援をしていく。 

 

Ａ２ 児童は，思いやりの心

をもっている。 

【数値指標】 

児童は，誰に対しても，思

いやりの心をもって優しく

接している。 

＜児童アンケート９０％＞ 

・道徳の時間を核として，教材や物語

の人物の行動や心情から思いやりの

心の大切さを感じたり考えたりする

機会を増やす。 

・日常生活の中で，児童の親切な行動

を称賛したり，紹介したりしていく。 

・エンカウンターやソーシャルスキル

トレーニングの手法を取り入れ，仲

間意識を高める。 

・異学年や縦割り班による活動を充実

させ，互いを認め，大切にする心を

育てる。 

・思いやりと感謝についての生活目標

を設定する回数を増やし，児童への

意識を高めていく。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

教職員 １００．０％ 

保護者  ９５．６％ 

地域住民  ９２．３％ 

児童  ９３．０％ 

・全学年，「考え議論する道徳」の授業の実

践を通し，思いやる心の大切さを深く学ぶ

ことができた。 

・生活での小さな積み重ねや，各授業におい

て掲示した視覚的な効果が大きかった。 

【次年度の方針】 

・認め、励ます指導を推進し，自分にも相手 

にもゆとりをもてるようにする。 

・「自尊感情，自己有用感」を高める方策等 

について学校・学年だよりや懇談会等で家 

庭や地域に積極的に発信する。 

・新型コロナウイルス対策のため，今年度も

実施が困難であったが，密にならない方法

を工夫して異学年や地域とのふれあいや交

流を実施する。 

 



Ａ３ 児童は，きまりやマナ

ーを守って，生活をして

いる。 

【数値指標】 

児童は，きまりやマナーを

守って，生活している 

＜児童アンケート８５％＞ 

・生活目標を設定し，目標の掲示や放

送による呼びかけを実施するととも

に，児童自身が学校生活を振り返る

機会をもつことにより，規範意識を

高める。 

・「明保小のよい子」に基づいた日常的

な指導の充実と生活当番を中心とし

た全校体制での指導の徹底により，

望ましい生活習慣の定着を図る。 

・学習や生活のきまりを定期的に振り

返りながら，児童の実態を捉えると

ともに，学年に応じて重点的に指導

する。 

・児童が自己チェックにより達成を味

わったり改善を意識したりできる機

会を設ける。 

・学校生活の約束を保護者に周知し，

理解と協力を得る。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

教職員  ９３．８％ 

保護者  ９４．０％ 

地域住民 １００．０％ 

児童  ９０．０％ 

・「明保小のよい子」を基準に，細部指導を

浸透させることができた。 

・職員会議等で児童の様子について報告し

合うことが具体的な共通理解に繋がった。 

・教職員が学年外の児童を褒めたり声を掛

けたりすることで，学校全体で決まりを守

る規範意識がより高まることに繋がった。 

【次年度の方針】 

・児童の意識も上昇していると考えられる

ため，継続した取り組みを行う。 

・あいさつ，廊下の歩行に関しては，継続し

て生活目標に記載し，読み上げたり確認を

したりして意識を高めていく。 

・帰りの会等を活用してめあての振り返り

の時間を設け，児童が生活目標を意識して

生活をするよう心掛ける。 

・毎月マナー（挨拶・名札・返事・靴そろえ）

を振り返る強化日を設定する。 

Ａ４ 児童は，時と場に応じ

たあいさつをしている。 

【数値指標】 

児童は，時と場に応じたあ

いさつをしている 

＜保護者アンケート８０％＞ 

・クラスによる「あいさつ運動」を定

期的に実施し，児童の意識向上を図

るとともに，活動の様子を保護者や

地域に周知し，運動への参加協力を

求め，活動の拡充を図る。 

・交通指導員さんや見守り活動団体の

方々に感謝の気持ちを表せるよう指

導する。特に登校指導の機会を利用

し，地域の方へ進んで挨拶をできる

よう指導する。 

・教職員が率先して挨拶し，児童が挨

拶する機会を増やす。 

・校内あいさつ運動において，クラス

でのアイディアを募集し，他のクラ

スにも広めていく。 

 

A 

【達成状況】 

教職員 １００．０％ 

保護者  ８１．５％ 

地域住民  ８５．７％ 

児童  ９３．９％ 

・教職員が下校指導を行い，直接指導をする

ことで挨拶を啓発することができた。 

・高学年や代表委員会中心の挨拶運動の影

響が下級生に大きな刺激になった。 

・道徳研究により，挨拶によるメリットを学

ぶことにより，実生活に繋がった。 

・挨拶の歌を通して，学校全体が良い雰囲気

になっていた。 

【次年度の方針】 

・登下校指導の機会や道徳の授業を通して，

挨拶の仕方や意味等の理解を図る。 

・教師が率先して明るい挨拶の範を示し，よ

く挨拶ができる児童について折に触れて賞

賛する。 

・あいさつ運動を本年度のように定期的に

行う。今年度は児童会を中心に活動ができ

ていたため、さらに方法を工夫し，挨拶の習

慣化へ意識を高める。 

 



Ａ５ 児童は，目標に向かっ

てあきらめずに，粘り強

く取り組んでいる。 

【数値指標】 

私は，夢や目標に向かって

あきらめずに，粘り強く取り

組んでいる。 

＜児童アンケート８５％＞ 

・学習や活動において，目標を明確に

し，ゴールを意識させることで，児

童が見通しをもって努力し続けるこ

とができるようにする。 

・学年のめあてや学期のめあてを明確

にして掲示したり，長期休業前の振

り返りカードで振り返ったりする活

動を通して，粘り強く取り組めるよ

うにする。 

・学び合う場や協力し合う場を意図的

に設定し，共に高め合い，励まし合

いながら取り組むことができるよう

にする。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

教職員 １００．０％ 

保護者  ７９．４％ 

地域住民 ／ 

児童  ９２．０％ 

【次年度の方針】 

・目標を明確にし，ゴールを意識させること 

で，児童が見通しをもって努力し続けるこ 

とができるようにする。 

・学年のめあてや学期のめあてを明確にし 

て掲示したり，発達段階に応じて，長期休業 

前の振り返りカードで振り返ったりする活 

動を通して，粘り強く取り組めるようにす 

る。 

・学習や活動において，学び合う場や協力し 

合う場を意図的に設定し，共に高め合い，励 

まし合いながら取り組むことができるよう 

にする。 

 

Ａ６ 児童は，健康や安全に

気を付けて生活してい

る。 

【数値指標】 

児童は，健康や安全に気を

付けて生活している。 

＜児童アンケート９０％＞ 

・食育だよりや保健だよりの定期的な

発行や「お弁当の日」の実施などに

より，家庭で食や健康に関する話合

いの機会をもてるよう保護者に働き

掛ける。 

・授業中や休み時間，登下校時など，

日常の生活場面において，機会をと

らえて健康で安全な行動ができるよ

う全職員で指導する。 

・避難訓練や交通安全教室など，交通 

や災害に対する安全教育を強化す

るとともに，「明保小のよい子」を

活用して日常の生活の中の危険に

ついて学年に応じて丁寧に指導す

る。 

・養護教諭や学校栄養職員が保健指導

や食育指導に積極的に関わったりす

ることにより，健康について身近に

考える機会を増やす。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

教職員 １００．０％ 

保護者  ９２．７％ 

地域住民 １００．０％ 

児童  ９４．９％ 

【次年度の方針】 

・栄養士，養護教諭からの各種たよりの発行

を継続し，さくら連絡網や HPに掲載する。 

・各学級での授業などでも連携を図り，食や

健康に関する指導を充実させる。 

・全職員での指導を継続し，特に感染症防止

への意識を高めさせる。 

・避難訓練や交通安全教室など，交通や災

害に対する安全教育を強化するとともに，

「明保小のよい子」を活用して日常の生活

の中の危険について学年に応じて丁寧に指

導する。 



Ａ７ 児童は，夢や目標をも

って，社会に貢献でき

るよう努力している。 

【数値指標】 

私は，夢や目標に向かって

あきらめずに，粘り強く取り

組んでいる。 

＜児童アンケート８５％＞ 

・社会や地域の人々の役立つことの大

切さを理解し，社会に貢献しようと

する態度を育てる。 

・生活科や総合で，社会との関わりに

ついて学習したことを実際の生活に

生かそうとする態度を育てる。 

・道徳科や学級活動等を通して，自他

の良さが認められる場面を設定し，

児童の自己肯定感や自己有用感を高

める。 

・学問，スポーツ，芸術など様々な分

野で活躍している人の生き方を紹介

し，夢や目標に向かって努力する大

切さなどについて考える機会を設け

る。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

教職員 １００．０％ 

保護者 ７９．４％ 

地域住民 ／ 

児童 ９２．０％ 

【次年度の方針】 

・道徳科や学級活動の時間を中心に，目標を 

立て，希望と勇気をもち，粘り強くやり抜こ 

うとする意欲を高めていく。 

・互いのよさを認め合う場を意図的に設定 

し，自己肯定感や自己有用感を高められる 

ようにする。 

・キャリアパスポートの有効活用をしてい 

く。 

・体験活動を通して，社会の一員としての自

覚を育て，社会に貢献しようという意識を

育てていく。 

 

Ａ８ 児童は，英語を使って

コミュニケーションし

ている。 

【数値指標】 

児童は，外国語活動の授業

や ALTとの交流の際に，英語

を使ってコミュニケーショ

ンしている。 

＜児童アンケート９０％＞ 

・ＡＬＴと連携し，授業の充実を図り

ながら，様々なコミュニケーション

の方法を取り入れていく。 

・自分の思いや考えを伝え合う場を授

業に意図的，効果的に設定し，外国

語活動・外国語科の充実を図る。 

・英語を使っての学習活動を通し，伝

え合う楽しさや喜びを十分味わわ

せ，コミュニケーション力や書く力

の向上を図る。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

教職員 ９３．８％ 

保護者 ／  

地域住民 ／ 

児童 ９２．４％ 

【次年度の方針】 

・ＡＬＴと連携し，授業の中で自分の思いや

考えを伝え合ったり，作成した物を見せ合

ったりする等，様々なコミュニケーション

の場を意図的に設定していく。 

Ａ９ 児童は，宇都宮の良さ

を知っている。 

【数値指標】 

私は，宇都宮の良さを知っ

ている。 

＜児童アンケート８５％＞ 

・社会科・総合的な学習の時間，道徳

などにおいて，宇都宮や地域の良さ

について学習する機会を意図的に設

定し，授業の充実を図る。 

・宇都宮市のイベントや行事などのお

知らせを配付する際には，宇都宮の

良さを知らせるようにする。 

 Ｂ 

【達成状況】 

教職員  ９３．８％ 

保護者  ６４．４％ 

地域住民 ／ 

児童  ８８．３％ 

【次年度の方針】 

・社会科・総合的な学習の時間・道徳科など 

の授業の際に，宇都宮の良さについて学習 

するだけでなく，自分の思いや考えを伝え 

合う場も設定することで，理解を深められ 

るようにする。 

・宇都宮市に関連する資料やイベント等の

お知らせを配付する際には，市の良さや特

性を積極的に児童に伝える。 

・掲示板に「宇都宮コーナー」を作る。 



Ａ10 児童は，ＩＣＴ機器や

図書等を学習に活用し

ている。 

【数値指標】 

児童は，パソコンや図書等

を学習に活用している。 

＜児童アンケート８５％＞ 

・調べたりまとめたりする学習活動に

おいて，タブレット端末や図書等を

効果的に活用し，多角的な学習の充

実を図る。 

・プログラミング教育や日常的なタブ

レット端末の活用において，児童に

学習意欲を高めていく。 

・教職員が ICT機器や図書資料を授業

の中で，使い分け効果的に使用する

ことで，学習効果を高めていく。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

教職員 １００．０％ 

保護者  ８５．８％ 

地域住民 ／ 

児童  ９３．８％ 

【次年度の方針】 

・一人一台端末や図書資料等を積極的・効果 

的に活用できるよう，各教科等の学習過程 

の中で支援していく。 

・タブレットの活用に関しては，発達に応じ

たルールをしっかりと指導し，情報活用能

力を高めていく。 

Ａ11 児童は，高齢者に対す

る感謝やいたわりの心

をもっている。          

【数値指標】 

児童は，誰に対しても，思

いやりの心をもって優しく

接している。 

＜地域アンケート９０％＞ 

・新型コロナウイルス感染防止対策を

十分とりながら高齢者との「ふれあ

い学習」，「感謝の集い」等を実施し，

高齢者を敬う気持ちを高めていける

ようにする。 

・地域の方にしていただいていること

を道徳や感謝の集いにおいて取り上

げ，集会や手紙等で，感謝の気持ち

を表現できるようにする。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

教職員 １００．０％ 

保護者  ９５．６％ 

地域住民   ９２．３％ 

児童  ９３．０％ 

【次年度の方針】 

・地域の方に対する感謝の念を道徳や感謝 

の集いにおいて取り上げ、集会，手紙，VTR 

等で，気持ちを表現できるようにする。 

・「ふれあい学習」や「感謝の集い」など時

期を考慮し計画的に実施する。 

・事前に行事の意味をしっかり理解させ，高

齢者を敬う気持ちを高めていく。 

 

Ａ12 児童は，「持続可能な

社会」について，関心を

もっている。 

【数値指標】 

児童は，環境問題や防災等

の「持続可能な社会」につい

て，関心をもっている。 

＜児童アンケート８５％＞ 

・生活科や理科・社会科・総合的な学

習の時間などにおいて，環境問題や

防災等の「持続可能な社会」につい

て，意図的に取り上げ，正しい知識

と判断力を身に付けさせる。 

・様々な教科で「持続可能な社会」に

ついて学ぶ場を計画的に位置付け，

主体的な学びを支援していく。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

教職員 ８７．５％ 

保護者 ／  

地域住民 ／ 

児童 ９０．４％   

【次年度の方針】 

・様々な教科の中で「持続可能な社会」につ 

いて学ぶ場を設定していく。 

・児童会活動（環境・掲示委員会など）の活

動を知らせ，児童の興味関心を高め，実践意

欲を育てていく。 

 

目 

 

指 

 

す 

 

学 

 

校 
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Ａ13 教職員は，特別な支援

を必要とする児童の実

態に応じて，適切な支援

をしている。 

【数値指標】 

教職員は，特別な支援を必

要とする児童や外国人児童

等の実態に応じて，適切な支

援をしている。 

＜教職員アンケート９０％＞ 

・学級間の情報交換を密にし，広く児

童理解に努め，情報を共有しながら，

組織的に児童の教育に当たる。 

・ケース会議や朝の打合せ，職員会議

において，情報共有を図る。 

・支援の方向性については，その都度

協議し，必要に応じて専門機関との

連携を図る。 
Ｂ 

【達成状況】 

教職員 １００．０％ 

保護者 ／  

地域住民 ／ 

児童 ／   

・職員会議等での児童指導報告時間の確保

に加え，適宜ケース会議を設け，迅速に対応

することができた。 

【次年度の方針】 

・配慮を要する児童や問題行動等について

打ち合わせ時や職員会議において共通理解

を図り，組織的に対応を図ることができた。

引き続き本取組を実施していく。 

 



Ａ14 教職員は，いじめが許

されない行為であるこ

とを指導している。 

【数値指標】 

先生方は，いじめが許され

ないことを熱心に指導して

くれる 

＜児童アンケート９０％＞ 

・「いじめゼロ集会」等，いじめ防止に

向けての児童の主体的な取組を支援

する。また，学校だよりや学年だよ

り，ホームページなどを通して，学

校の取組を発信していく。 

・「いじめゼロ宣言」を児童一人一人が

作成し，学級で話し合うことにより，

いじめ防止に向けた児童の意識高揚

を図る。 

・各種アンケートの結果や Q-U の結果

を生かしたり道徳の授業を通じてい

じめの未然防止に努めたりする。 

・スマートフォンや携帯電話の使い方

等については，各学級，学年におい

て実態に応じた指導を行う。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

教職員  ９６．９％ 

保護者  ８５．９％ 

地域住民 １００．０％ 

児童  ９７．５％ 

・学校全体でいじめに対して考える期間を

設けることで，学級や個人でも考え，いじめ

問題を自分事として捉えることができた。 

・教職員の迅速な対応や保護者への連絡に

より不安感の解消に繋げることができた。 

【次年度の方針】 

・いじめゼロ強調月間において児童による

劇や標語を作成し，意識を高めることがで

きた。アンケートや Q-U，インターネット活

用指導も含め、継続して指導を行う。 

・児童間での軽い悪ふざけであっても，いじ

めにつながるような行為，言葉は毅然とし

た態度で指導をしていく。 

・解決したと思われる事案でも，引き続き経

過を観察したり声を掛けたりし，長期的な

安定が図れるまで支援を継続する。 

 

Ａ15 教職員は，不登校を生

まない学級経営を行っ

ている。 

【数値指標】 

先生方は，一人一人を大切

にし，児童がともに認め励ま

し合うクラスをつくってく

れている。 

＜児童アンケート９０％＞ 

・ケース会議や教育相談の充実を図

り，児童一人一人のニーズや悩みを

把握し，関係機関との連携を密に行

いながら，個に応じた指導を展開す

る。 

・児童一人一人が存在感をもち，自己

実現の喜びを実感できる学級経営を

実践する。 

 Ｂ 

（達成状況） 

教職員  ９６．９％ 

保護者  ８８．７％ 

地域住民 ／ 

児童  ９７．７％ 

・心配な児童がいた場合に，ケース会議を設

け，迅速な対応をしている。 

【次年度の方針】 

・保護者や児童の気持ちに寄り添い，個人や

家庭の事情に合わせて柔軟に対応し，繋が

りを切らない支援を心掛ける。 

・新たな不登校を生まないためにも、存在感

がもてるよう温かい学級経営に努める。 

・各学級担任だけではなく，学年や学校全体

で個々の問題にチームで応じるよう風通し

の良い組織作りを強化していく。 

 

Ａ16 教職員は，外国人児童

生徒等の実態に応じて，

適切な支援をしている。 

【数値指標】 

教職員は，特別な支援を必

要とする児童や外国人児童

等の実態に応じて，適切な支

援をしている。 

＜教職員アンケート９０％＞ 

・専門機関との情報交換を密にし，広

く児童理解に努め，情報を共有しな

がら，組織的に児童の教育に当たる。 

・特別な支援を必要とする児童や家庭

への理解と対応をするための研修を

実施する。 

 
Ｂ 

【達成状況】 

教職員 １００．０％ 

保護者 ／  

地域住民 ／ 

児童 ／   

【次年度の方針】 

・専門機関との情報交換や家庭との連携を 

密にし，広く児童理解に努め，情報を共有し 

ながら，組織的に児童の教育に当たる。 

・特別な支援を必要とする児童や家庭への 

理解と対応をするための研修を実施する。 

 



Ａ17 学校は，活気があり，

明るくいきいきとした

雰囲気である。 

【数値指標】 

私は，今の学校が好きで

す。 

＜児童アンケート８５％＞ 

・「ほめて伸ばす」指導を心掛け，児童

一人一人が存在感をもち，自己実現

の喜びを実感できる学級経営を実践

する。 

・学校行事や児童会活動，係活動にお

いて児童が主体的に活動できる場を

多く設定する。 

・縦割り班活動を効果的に実施し，異

学年児童同士の交流機会を充実させ

る。 

・担任と児童，児童同士の良好な関係

を築くため，長い休み時間（明保タ

イム）を活用し，交流の機会を確保

する。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

教職員  ９６．９％ 

保護者  ９２．４％ 

地域住民 １００．０％ 

児童  ９３．８％ 

・コロナ禍により，学校行事が減っている

が，各クラスで小集団により認められる場

を作ったり，児童会活動などで企画をした

りして活気のある活動をすることができ

た。 

【次年度の方針】 

・児童一人一人が主体的に活躍する場を設

け，良さを認め，褒める活動を継続し，自己

存在感や自己肯定感が伸ばせるようにす

る。 

・新型コロナウイルスの感染状況を見なが

らも、学校行事や児童会活動、縦割り班活動

等を実施したり、クラスや学年での交流の

機会を設けたりし，児童の活動の機会を確

保する。 

 

Ａ18 教職員は，分かる授業

や児童にきめ細かな指

導を行い，学力向上を図

っている。 

【数値指標】 

先生方の授業は分りやす

く，一人一人に丁寧に教えて

くれる。 

＜児童アンケート９０％＞ 

・分かる授業を展開するため，ねらい

の明確化，板書・発問の工夫，ノー

ト指導の充実を図る。 

・各種学習調査の結果を分析し，児童

の実態に即した学習指導を行う。 

・視聴覚教材を効果的に活用し，学習

内容の理解を深める。 

・高学年の算数において，学習内容に

応じてＴＴや習熟度別学習を効果的

に実施するなど，学習形態の工夫を

図り，個に応じた指導を行う。 

・学校課題研究や一人一授業の実践を

通して，各教員の授業力の向上を図

る。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

教職員   ９６．９％ 

保護者  ８６．２％ 

地域住民 ／ 

児童  ９８．２％ 

【次年度の方針】 

・一人一授業を生かした校内研修を継続し，

各教員の授業力向上を図る。 

・高学年における少人数指導を継続するだ 

けでなく，教科担任制を進める。 

・授業におけるタブレットの有効活用につ

いて研究し，発達段階に応じたＩＣＴ機器

の活用を図る。 

Ａ19 学校に関わる職員全

員がチームとなり，協力

して業務に取り組んで

いる。 

【数値指標】 

学校に関わる職員全員が

チームとなり，協力して業務

に取り組んでいる。 

＜教職員アンケート９０％＞ 

・関係教員との連携を深めるため，時

間割を調整し，情報共有，意見交換

の時間を確保する。 

・校務分掌や学習指導，児童指導等に 

おいて，ＯＪＴを実施していく。 

・個々の役割を行うだけではなく，校

務分掌等の垣根を越えて，相互に協

力して業務に当たることができた。 

・報告，連絡，相談を迅速に行い，ス

ピード感のある課題対応に心掛け

る。 

 

A 

【達成状況】 

教職員 ８７．５％ 

保護者 ／  

地域住民 ／ 

児童 ／   

【次年度の方針】 

・学校業務に関して，過重な負担や偏りがな

いか，同僚に対して気配りをしながら，相互

に協力して業務を進める。 

・問題行動が発生したときに，学年主任，担

当主任，管理職といった組織的な流れを確

立する。 

・学年会の時間を確保し充実させる。 

・各分掌主任だけでなく業務内容を複数の

目で見て，関わり遂行していく。 

 



Ａ20 学校は，教職員の勤務

時間を意識して，業務の

効率化に取り組んでい

る。 

【数値指標】 

学校は，教職員の勤務時間

を意識して，業務の効率化に

取り組んでいる。 

＜教職員アンケート９０％＞ 

・学校図書館司書や ALT，かがやきル

ーム指導員，スクールカウンセラー，

学校業務嘱託員，教員業務支援員,Ｉ

ＣＴ支援員等，専門性を有する職員

による学習支援，生活支援，環境整

備を充実させることにより，教員が

児童と向き合う時間の拡充を図る。 

・電子掲示板による連絡や会議資料の

デジタル化，オンライン会議等を推

進し，業務の効率化を図る。 

・リフレッシュデーを毎月設定し，計

画的な業務遂行に努める。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

教職員 ８４．４％ 

保護者 ／  

地域住民 ／ 

児童 ／   

【次年度の方針】 

・電子掲示板による連絡や会議資料のデジ 

タル化をさらに推進し，業務の効率化を図 

る。 

・優先順位を付けて業務に当たるなど，個々 

の教職員の取組を継続する。 

・月に 1 回のリフレッシュデーを着実に実

行する。 

・ボランティアによる参画も含めた業務の

効率化を進めていく。 

・各種お知らせ・便り等をデジタルで発信し 

ていく。 

 

Ａ21 学校は，「小中一貫教

育・地域学校園」の取組

を行っている。 

【数値指標】 

学校は，小学校と中学校が

連携した「小中一貫教育・地

域学校園」の取組を行ってい

る。 

＜保護者アンケート８０％＞ 

・地域学校園での「あいさつ運動」の

充実を図る。 

・図書館や食育等，各種学校園だより

の発行や児童生徒指導の情報交換等

により，小中学校間の連携を深める。 

・校内における「小中一貫教育研修」

を定期的に実施し，各部の活動方針

や指導内容を共有し，実践につなげ

る。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

教職員 ９３．８％ 

保護者 ７２．３％ 

地域住民 ９２．３％ 

児童 ８３．２％ 

【次年度の方針】 

・「小中一貫教育・地域学校園」の取組を各 

種たよりやホームページに取り上げて情報 

発信していく。 

・地域学校園の各部会での決定事項を教職 

員間で共通理解を図り，指導に活かす。 

・状況を鑑みながら，今年度行えなかった挨 

拶運動等を行い，中学生と関わる機会を設 

定し，学校園としての意識をもたせる。 

 

Ａ22 学校は，地域の教育力

を生かした特色ある教

育活動を展開している。 

【数値指標】 

学校は，家庭・地域・企業

等と連携・協力して，教育活

動や学校運営の充実を図っ

ている。 

＜地域アンケート９０％＞ 

・地域コーディネーターとの協力体制

を整え，地域教材や企業，地域人材，

学校支援ボランティアなどの地域の

教育力を生かした教育活動を計画的

に実施する。 

・地域の歴史や施設調べ，安全マップ

作成など，地域を題材とした学習を

充実させることで，地域への関心を

高める。 

・生活科・社会科・総合的な学習の時

間などにおいて，地域の施設や地域

人材を活用した学習を積極的に実施

する。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

教職員 ９６．９％ 

保護者 ８９．３％ 

地域住民 １００．０％ 

児童 ９３．８％ 

・コロナ禍ではあったが，感染症対策を講じ

ながらできる活動を精選し，地域の教育力

を生かしながら計画・実施できた。 

【次年度の方針】 

・地域協議会やＰＴＡ理事会において学校 

からの情報を発信し，また地域や保護者の 

意見を吸い上げ，協力体制を整備していく。 

・地域協議会やＰＴＡと連携し，ボランティ 

アの協力を効果的に得ながら教育活動の充 

実を図る。 

・感染症対策を十分図りながら外部講師を 

招いての教育活動を実践していく。 

 



Ａ23 学校は，家庭・地域・

企業等と連携・協力し

て，よりよい児童の育成

に取り組んでいる。 

【数値指標】 

私は，地域や企業の方々と

一緒に活動することで学習

が充実し，楽しい。 

＜児童アンケート９０％＞ 

・高齢者とのふれあい学習や学習ボラ

ンティアとの交流をとおし，地域に

親しみをもたせる。 

・地域の行事を積極的に児童に紹介し

たり，地域の話題を学級内で取り上

げたりすることで，行事参加へ向け

児童の意欲を高める。 

・地域や企業等と連携・協力して行っ

た教育活動を保護者・地域にも積極

的に情報発信していく。 

 
Ｂ 

【達成状況】 

教職員 ９６．９％ 

保護者 ８９．３％ 

地域住民 １００．０％ 

児童 ９３．８％ 

・大学からの教職実践ボランティアを有効

に活用することができ，児童の心の教育に

もつながった。 

【次年度の方針】 

・地域や企業等と連携・協力して行った教育 

活動を保護者・地域にも積極的にホームペ 

ージや学年だより等で情報発信していく。 

・地域の人材の確保や発掘を行い，授業を充 

実させられるよう計画・連絡・調整してい 

く。 

・ボランティアの人材バンクを引き続き蓄

積していく。 

 

Ａ24 学校は，利用する人の

安全に配慮した環境づ

くりに努めている。 

【数値指標】 

学校は，利用する人の安全

に配慮した環境づくりに努

めている。 

＜保護者アンケート９０％＞ 

・毎月の安全点検を十分に行い，児童

の安全な生活のため，補修，修繕を

速やかに行う。 

・日頃から教職員で，学校環境に目を

配り，改善を図っていく。 

・各種学校の行事を実施する際には，

来校された方々の安全にも配慮する

など，適切な環境づくりに努める。 

・多くの方が来校する学校行事では，

感染症対策等に重点をおき，安全対策

をより強化させていく。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

教職員 ９６．９％ 

保護者 ９１．７％ 

地域住民 １００．０％ 

児童 ／ 

【次年度の方針】 

・毎月の安全点検を十分に行い，児童及びそ 

の他の来校者の安全のため，補修，修繕を速 

やかに行う。 

・日頃から教職員で，学校環境，学校周辺の 

環境に目を配り，変化を教職員で共有し改 

善を図っていく。 

・多くの方が来校する学校行事では，感染症

対策等を重点に，いろいろな立場での動線

を考え計画に反映し，安全対策をより充実

させていく。 

 

Ａ25 学校は，学習に必要な

ＩＣＴ機器や図書等を

整えている。  

【数値指標】 

児童は，パソコンや図書等

を学習に活用している。 

＜児童アンケート９０％＞ 

○国語科や理科・社会科・総合的な学

習の時間などにおいて，ＩＣＴ機器

や図書等を学習に活用する機会を意

図的に設定する。 

・調べたり探究したりする活動におい

て，タブレット端末や図書等を効果

的に活用したり，図書館司書と連携

したりして学習活動の充実を図る。 

・タブレット端末を活用した授業やオ

ンライン家庭学習の整備を充実させ

る。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

教職員 １００．０％ 

保護者 ８５．８％ 

地域住民 ／ 

児童 ９３．８％ 

【次年度の方針】 

〇学校における学習において，ＩＣＴ機器 

や図書等を学習に活用する機会を意図的に 

設定する。 

・調べたり探究したりする活動において，タ 

ブレット端末や図書等を効果的に活用した 

り，図書館司書と連携したりして学習活動 

の充実を図る。 

・タブレット端末を活用した授業やオンラ 

イン家庭学習の整備を充実させる。 

 



本

校

の

特

色

・

課

題 

等 

Ｂ１ 教職員は，学校課題に

関する研究に主体的に

取り組んでいる。 

【数値指標】 

教職員は，主体的に授業研

究に取り組み，指導の工夫改

善に努めている。 

＜教職員アンケート９０％＞ 

・学校課題に基づいて，研究のねらい

を明確にしながら協働的に研究を進

める。 

・一人一授業を公開し，児童の学びの

姿を参観し合い，指導法について意

見を交わすことによって授業改善に

努める。 
Ｂ 

【達成状況】 

教職員 ９３．８％ 

保護者 ／ 

地域住民 ／ 

児童 ／ 

【次年度の方針】 

・新たな研究テーマを設定し，課題解決に向 

けて教職員の共通理解を図り，研究を進め 

ていく。 

・一人一授業の実践を通して，自己研鑽と指

導法改善に努める。 

 

Ｂ２ 学校は，校内研修や

OJT による実践的な学び

を推進し，指導力の向上

につなげている。 

【数値指標】 

学校は，校内研修や OJTに

よる実践的な学びを推進し，

指導力の向上につなげてい

る。 

＜教職員アンケート９０％＞ 

・計画的に校内研修を行い，個々の研

修の目的を明確にして，学びを充実

させる。 

・学習指導，児童指導，校務分掌等に

おける OJTを実施し，指導や業務の

共有や持続性を図る。 

Ｂ 

【達成状況】新規 

教職員 ９６．９％ 

保護者 ／ 

地域住民 ／ 

児童     ／  

・学年ブロックを中心に若手育成プログラ

ムの実施や日々の情報を共有する中で，互

いに学び合うことができた。 

【次年度の方針】 

・校内研修を計画的に行い，資質・能力の向

上につなげる。 

・実のある研修とするために，目的や内容を

精選したものとする。 

・指導や業務の共有や持続性を図りながら，

働き方改革に取り組んでいく。 

・若手育成プログラム研修を全体に広げて

いく。 

Ｂ３ 家庭学習の習慣化を

図る。 

【数値指標】 

児童は，宿題などの家庭学

習を忘れずにやっている。 

＜児童アンケート８５％＞ 

・「家庭学習の進め方」を活用し，発達

段階に応じた家庭学習の内容と方法

を具体的に指導する。 

・「家庭学習強化週間」を設定し，家庭

学習の状況を振り返らせ，認め励ま

すことで学習意欲を高める。また，

保護者の協力を得ながら，家庭での

学習習慣の定着を図っていく。 Ｂ 

【達成状況】 

教職員 ９６．９％ 

保護者 ８９．４％ 

地域住民 ／ 

児童 ８９．６％ 

【次年度の方針】 

・「家庭学習の進め方」を活用し，発達段階 

に応じた家庭学習の内容と方法を具体的に 

指導する。 

・「家庭学習強化週間」を設定し，家庭学習 

の状況を振り返らせ，認め励ますことで学 

習意欲を高める。 

・保護者の協力を得ながら，家庭での学習習

慣の定着を図っていく。 

 

 

〔総合的な評価〕 

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付

ける。 

・28項目中 25項目で数値指標を達成することができた。 

・児童の評価では，21項目中 18項目が 90％以上の児童から肯定的評価を得ている。また，市の平均と比較して，20項目中

17項目が児童の肯定的評価の平均を上回り，児童の自己肯定感や自己有用感は高い水準を維持していると思われる。 

・児童，保護者，地域住民，教職員の肯定的回答状況から，児童は概ね落ち着いて生活し，学習への取組状況も良好である

と言える。今後も，実態に即した指導・支援を継続することで，更なる改善を図っていきたい。 



○A3「児童生徒は，きまりやマナーを守って，生活をしている。」の項目については，全ての肯定的回答の割合が市平均より 

も上回った。今後とも，「明保小のよい子」に基づいた日常的な指導を充実させたり，学習や生活のきまりについて，児童 

や教職員が振り返ったりして実態に応じた指導を重点的に行っていきたい。 

○A5「児童は，目標に向かってあきらめずに，粘り強く取り組んでいる。」A7「児童は，夢や目標をもって，社会に貢献でき

るよう努力している。」の児童，保護者，教職員の肯定的回答は，市の平均よりもすべて上回った。今後も，児童も目標

を明確にし，ゴールを意識させる活動や学び合う場や協力し合う場を設けるなど，充実した活動を意図的に行っていきた

い。 

○A6「児童は，健康や安全に気を付けて生活している。」の児童，保護者，地域住民，教職員の肯定的回答は，市の平均をす

べて上回った。日常の生活場面において，機会をとらえて健康で安全な行動ができるよう指導を継続していきだけでな

く，保護者や地域住民の方々の協力を得ながら児童の健康や安全の確保に努めていきたい。 

○A10「児童は，ＩＣＴ機器や図書等を学習に活用している。」A25「学校は，学習に必要なＩＣＴ機器や図書等を整えている。」

の児童，保護者，教職員の肯定的回答は，市の平均をすべて上回った。引き続き，タブレット端末の学年の発達段階に応

じた適切な指導や職員研修の充実を図っていきたい。 

○A22「学校は，地域の教育力を生かした特色ある教育活動を展開している。」A23「学校は，家庭・地域・企業等と連携・協

力して，よりよい児童の育成に取り組んでいる。」の児童，保護者，地域住民の肯定的回答は，市の平均を上回った。コロ

ナ禍において感染対策を図りながら子供たちにとって大切な活動を精選し実施することができた。今後も地域の教育力を

生かした特色ある教育活動を維持・発展できるよう努力していきたい。 

○A25「学校は，学習に必要なＩＣＴ機器や図書等を整えている。」の児童，保護者，教職員の肯定的回答は，市の平均を上回

った。学習のめあての達成のためにＩＣＴ機器や図書等の活用を吟味しながら効果的な授業を積み重ねていきたい。また，

引き続き職員研修を充実させ，職員の技能を高めていきたい。 

 

・A4「児童は，時と場に応じたあいさつをしている。」の項目については，児童・保護者・地域住民・教職員のすべてにおい

て昨年度の肯定的回答よりアップしたが，市の平均よりも児童・保護者・地域住民の肯定的回答の割合がやや低いので引

き続き指導を行っていきたい。学校での指導をさらに継続していくとともに，クラスごとの挨拶運動を充実させる。ま

た，校内での取組を引き続き学校だよりや学年だより，ホームページ等で情報発信し保護者や地域の方々から協力を呼び

掛けていきたい。 

・A14「教職員はいじめが許されない行為であることを指導している。」の項目については，保護者や地域住民の肯定的回答

の割合は，市の平均を上回ったが，教職員や児童はわずかに下回った。今後も，アンケートや教育相談，日常の児童観察

等を十分に行い，全職員でいじめの未然防止，早期発見，早期解決などに努めるだけでなく，児童が主体となったいじめ

防止に向けた活動を充実させていきたい。 

・A19「学校に関わる職員全員がチームとなり，協力して業務に取り組んでいる。」の教職員の肯定的回答の割合は，市の平均

より下回った。関係教員との連携を深めるため，情報共有，意見交換の時間を十分確保し，各業務の垣根を越えて相互に協

力して取り組める体制を整備していきたい。 

・B3「児童は，宿題などの家庭学習を忘れずにやっている。」保護者，教職員の肯定的回答の割合は，前年度よりもやや下回

った。家庭学習をより充実させるため，学習の状況を振り返らせ，児童を認め励ますことで学習意欲を高めていきたい，ま

た，家庭との連絡を密に行い，保護者の協力を得ながら家庭での学習習慣の定着を図っていきたい。 

 

 

７ 学校関係者評価 

・児童の自己肯定感や自己有用感が高いのは，学校や保護者，地域が一体となって児童の教育や関わりを充実させているか

らだと思われる。 

A4について 

・挨拶は，全体的によくなっていると思う。3・4 年ぐらいになると，挨拶が照れくさいと思ってくるのかもしれない。地域

では，挨拶を強要するのではなく，自然と挨拶ができるよう見守っていきたい。 

・挨拶は本来，家庭で教育することが妥当だと考える。各家庭でいろいろな事情があるかと思われるが，できる限り家庭内

において，日常的に挨拶を行ってほしい。 

A9について 

・宇都宮学を中心とした学校での取組が効果を上げているようだ。引き続き，学校だけでなく保護者も児童に宇都宮の良さ

を伝えてほしい。 

A22 A23について 

・今年度も新型コロナウイルス感染症予防対策を講じながら，できる行事や活動を精選しながら実施してきた。本地域には

優れた経験や技能，特技をもった方々がたくさんおられるので，新しいボランティアの発掘・蓄積などを引き続き学校や

地域学校協働活動推進委員が連携しながら行っていきたい。 

 

 



８ まとめと次年度へ向けて（学校関係者評価を受けて）  

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付

ける。 

 

・新型コロナウイルス感染症予防のため，学習活動や学校行事などを工夫して実践し，道徳科の授業を要として，道徳教育

を推進してきたので，児童の自己評価の高さにつながったと考えられる。今後も，児童が主体的に活動できる場を意図

的・計画的に設定し，取組を工夫していくとともに，個に応じた支援・指導を充実させることで児童の自己肯定感や自己

有用感を高めていく。 

・縦割り班活動や児童会活動の実践を通して，良好な人間関係づくりに努める。 

・児童一人一人が自己実現の喜びや達成感を実感できる学級経営を推進する。 

・明保タイムや児童会主催の活動を拡充させ，主体的に人と関わる力やクラスや学年・学校としてのまとまりを育んでいける

ような取組を推進する。 

・次年度も各種便りの発行や学校ホームページ等を通して積極的に情報を発信し，学校の取組を理解していただくとともに

家庭や地域と連携を図り，引き続き協力や支援を得られるように努めていく。 

 

【学習指導】 

○自分の考えや思いを明確にもち，分かりやすく聞き手に伝えたり，相手の意見をしっかり聞いたりしながら議論を深める

ことで，学びを高めていける集団づくりの育成に努める。 

○家庭学習の充実・習慣化を図るため，「家庭学習強化週間」を年３回設け保護者に協力を求める。 

・高学年において教員が各教科等の専門性を生かすことができる教科担任制と習熟度別学習による児童一人一人の状況に応

じたきめ細やかな指導の充実を図り，児童の授業に対する意欲や理解の向上に努める。 

・一人一台端末などのデジタル機器の効果的な活用による学習活動の質的な充実に取り組む。 

・学校課題についての共通理解を図った上での校内研修の実施，授業実践・公開による自己研修への積極的な取組により，教

職員としての資質・能力の向上に努めていく。 

 

【児童指導】 

○「進んで挨拶をする」望ましい態度を更に身に付け，実践する力を高めていけるよう，挨拶運動等の活性化を図るなど児

童の主体的な取組を積極的に支援する。家庭や地域にも学校の取組を伝え，連携して支援ができるよう協力を求める。 

○「いじめ問題」や「不登校」への対応については，早期解決に向けて校内で共通理解を図ると共に，支援や指導体制を含

め学校と保護者の連絡を密にし，解決に向けて協力を求める。また，学校の取組を積極的に保護者や地域に伝え，学校の

信頼をより高められるよう努める。さらにいじめ防止に向けた児童の創意ある主体的な活動を実現できるよう支援する。 

・授業参観等の学校公開や各種だより等の発行などを通し，積極的に家庭や地域に学校の情報を発信していくことで，引き

続き，学校の教育活動についての理解を得られるようにしていく。 

 

【健康（体力・保健・食育・安全）に関する取組】 

・歯みがき指導や歯の健康教室（歯垢テスト・出前授業）の実施などにより，正しい歯の磨き方の知識が身に付けられるよ

う指導していく。 

・担任からの指導や学校栄養職員の一口メモを通して，嫌いなものでも一口は食べるように指導していく。 

・自分の身は自分で守るために，安全な登下校，自転車乗車時のヘルメット着用，防犯ブザーの携帯等について，機会があ

るごとに児童への指導を行ったり保護者への協力を求めたりしていく。 

 


